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 要  旨 
本研究ではスタックベース GC の提案とスクリプト言語 Lua における評価をおこなった．スタ
ックベース GC は従来のトレーシング GC とライトバリアによる動的なエスケープ検出に基づき
ループのネストに合わせリージョンを管理するリージョンスタックを組み合わせた手法である．
動的オブジェクトは生成時に現在のリージョンに格納しリージョンの終了時に解放する．ライト
バリアによりリージョンからのエスケープを検出したオブジェクトの管理はトレーシング GC に
移譲する．スタックベース GC はエスケープしない動的オブジェクトをリージョンスタックで効
率的に管理し，それ以外のエスケープするオブジェクトは従来通りのトレーシング GC で管理す
る手法である． 
提案手法は静的なエスケープ解析やプログラマによる注釈，型理論などを必要としないため
Lua プログラマが意識することなく，また処理系に大きな変更を加えることなく実現可能である．
本研究では提案手法をスクリプト言語 Lua 処理系に実装し，実行速度，メモリ使用量などの性能
を評価した． 
スクリプト言語Luaは動的オブジェクトを自動的に解放するためトレーシングGC が組み込ま
れている．GC は Lua プログラマから動的オブジェクト管理のための煩雑さから解放する一方で
プログラムの処理速度，メモリ使用量などのコストがかかる．Lua はアプリケーションに組み込
み用途のスクリプト言語として広く使われるスクリプト言語であり，特にビデオゲームアプリケ
ーションへの組み込みスクリプトとしての利用が多く，高速性・省メモリ性が強く重視される言
語である． 
本研究の提案するスタックベース GC 手法は以下の特徴を持つ． 
・ リージョンの開始と終了をループの開始と終了時に． 
・ 仮想マシンスタックとは別のリージョンスタックによりリージョンを管理 
・ オブジェクトがエスケープした時点で管理をトレーシング GC に移譲し，リージョン内にエス
ケープしたオブジェクトがあっても他のオブジェクトはリージョンスタックにより解放される 
本研究では提案手法を Lua 処理系に実装し，GC 処理時間を最大で 75%程度削減し最大使用メ
モリなどのリソースを抑えることが確認した． 
 
